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香美市の教育

進化中！

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　１月２６日、よってたかって生涯学習フォーラムが山田

高校で開かれた。この中で、香美市の児童生徒や高知工科

大学生、住民らによるパネルディスカッションが行われ、

『元気なまち香美市』について熱く語り合われた。

『協働』『ヒーローを創る』『ＥＣＯなまちづくり』など、

さまざまなキーワードを挙げながら、これからの香美市で

の取り組みについて提案がなされ、地域に対する思いがあ

ふれるディスカッションとなった。

　取材を通して、小学生から大学生、さらに地域住民の

方々の思いに触れ、地域に関わる人みんなで香美市をつく

りあげていく大切さを感じることができた。

　小学生から高校生はそれぞれのテーマに沿った独自の取

り組みを行っており、香美市を『明るく元気なまち』にし

ようという思いが伝わってきた。また、大学生や地域住民

の方からは『防災の現場で力になれる人材づくり』や『地

域が子どもを育てる』という言葉があり、未来を担う次の

世代へ、思いを乗せたメッセージが送られた。

　この取材を通じ、私たちも香美市の未来を担う一員だと

いう自覚が芽生え、身の引き締まる思

いがした。香美市の未来が明る

いものになるよう、頑張ってい

きたい。

（取材・文　山田高校新聞部）
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入
る
の
に
あ
た
り
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
や
今
後
の
方
向
性
を
示
そ

う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。

「
よ
っ
て
た
か
っ
て
地
域
が
育
て
る
教

育
」
を
合
言
葉
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Ａ
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デ
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ョ
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催
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①山田高校吹奏楽部。山田高校の皆さんは今回、会場の準備などいろいろな場面でその力を発揮してくれた②障害物を乗り越

え進む『ニンジャマックス』③藤田恵美さんのコンサート。優しい歌声が会場を包んだ④山田小４年生のよさこいソーラン踊り

山田高校新聞部取材レポート

  パネルディスカッション

『香美市のこれからの教育』を取材して


